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総

務

省

○
農
林
水
産
省
告
示
第
十
四
号

国
土
交
通
省

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
六
条
の
三
第
十
六
項
及
び
第
二
十
八
条
の
九
第

十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
地
区
を
次
の
よ
う
に
定
め
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
の
三
第
十
六
項
及
び
第
二
十
八
条
の
九
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
離
島
振
興

法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ

た
地
区
内
及
び
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美

群
島
内
の
市
町
村
の
長
が
策
定
す
る
産
業
の
振
興
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
計
画
基
準
を

満
た
す
も
の
に
係
る
地
区
と
し
て
総
務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
地
区
は
、
次
に
掲
げ

る
地
区
と
す
る
。

離
島
振
興
対

地
区

計
画
を
策
定
し

計
画
の
期
間
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策
実
施
地
域

た
者

及
び
こ
れ
に

類
す
る
地
区

の
名
称

奄
美
群
島

鹿
児
島
県
大
島
郡
大
和
村

大
和
村
長

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
平
成

三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

鹿
児
島
県
大
島
郡
宇
検
村

宇
検
村
長

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

鹿
児
島
県
大
島
郡
瀬
戸
内
町

瀬
戸
内
町
長

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
平
成

三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

鹿
児
島
県
大
島
郡
龍
郷
町

龍
郷
町
長

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

鹿
児
島
県
大
島
郡
喜
界
町

喜
界
町
長

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
平
成

三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町

天
城
町
長

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
平
成

三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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鹿
児
島
県
大
島
郡
知
名
町

知
名
町
長

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で


